
 質問 回答 

１ 参加申込の提出期限はいつか。 
 
 

参加申込の提出期限は、令和 7 年 5 月 9 日（金

曜日）午後 5 時（必着）です。 
詳細は、募集要項「５応募方法」をご確認くださ

い。 

２ 企画提案の提出期限までに、令和６・７年

度入札参加資格者名簿の大分類「03.役務

の提供等」のうち、中分類「08．コンピュ

ータサービス」に登録されている者であ

ること。 
 
上記で言う「入札参加資格者名簿」と「全

省庁統一資格」は異なるものという認識

でよいか。 

 「入札参加資格者名簿」と「全省庁統一資格」は

異なるものになります。 
 

令和 6・7 年度 入札参加資格審査申請（物品等）

については、以下の web ページをご確認ください。 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chotatsu/shinsei0607.html  

３ 「アバターのキャラクター作成」につい

て、ユーザー自身が独自のアバターを作

成できる必要があるか。もしくは複数種

類アバターを用意し、自由に選択ができ

ればよいか。 

 複数種類アバターを用意し、自由に選択できる方

式でも構いません。 

４ 「アカウント名の作成」について、名前が

入力できればよいか。もしくは会員登録

のようなものが必要か。 

名前の入力でも構いません。 

５ 「全体へのアナウンス機能」について、ア

ナウンスは音声もしくはテキストのどち

らを想定しているか。 
またテキストの場合、必ず全員の目に入

るように、画面上に 2D のポップアップ表

示のような形でメッセージが表示され、

クリックなど何かしらのアクションをユ

ーザーがしないとメッセージが消えない

などの仕組みが必要か。もしくはテキス

トチャットの欄で送ったメッセージを、

チャット欄を確認すれば全員が見ること

ができるようになっていればよいか。 

テキストでのアナウンスを想定しています。 
実際の運用方法については、各実施校の教員、県

教育委員会及び委託事業者が協議の上、決定しま

す。 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/chotatsu/shinsei0607.html


６ 「生徒同士がコミュニケーションをとる

ことができる空間」は他校の生徒ともコ

ミュニケーションが取れるように同じ空

間で問題ないか。もしくは学校毎に別の

空間を用意する必要があるか。 

 学校毎に別の空間を想定しています。 

７ 不登校を経験した生徒等を対象とした場

合に、メタバースの活用が有効であると

想定される事例は、他社や研究機関など

が調査した結果などでも問題ないか。 

 他社や研究機関などが調査した結果などでも問

題ないですが、受託者が保有する実績として取りま

とめ、実施校等への情報提供を行うこととします。 

８ 「自宅学習支援」と「遠隔授業」は全部の

学校共同での実施でも問題ないか。もし

くは学校毎に別のメタバース空間で実施

される必要があるか。 

 学校毎に別の空間で実施する方法を想定してい

ます。 

９ 当日の後方支援はオンライン上（メタバ

ース上）で問題ないか。 
もしくは初回のみオフラインでの支援

で、2 回目以降はオンライン上での支援で

も問題ないか。 

当日の後方支援について特に定めはないですが、

事業が確実に実施できるよう人員体制を整備して

ください。 

１０ 民間企業との交流はすべての学校共同で

の実施でも問題ないか。 
 問題ありません。 

１１ 見積書に含める金額は、契約開始（2025
年 6 月頃を想定）から 2026 年 2 月 27 日

までに発生する費用でよいか。 
2026 年 2 月 27 日以降に発生するサーバ

ー代などのランニングコストの見積書は

不要か。 

 見積書に含める金額は、契約開始から 2026 年 2
月 27 日までに発生する費用です。 
 2026 年 2 月 27 日以降に発生するコストの見積

書は必要ありません。 



１２ 本業務の対象となる生徒は、各校の昼間

定時制・通信制の生徒になるかと存じま

すが、どちらかに絞る、学習支援を実施す

る各回で異なる、などの想定はあるか。 

 主に通信制の生徒を対象として想定しています

が、各実施校の教員、県教育委員会及び委託事業者

が協議の上、決定します。 
 

１３ 自宅学習等の支援については定時制、遠

隔授業については通信制のような想定は

あるか。 

No.12 の回答をご覧ください。 
 

１４ メタバース空間は、各校共通でよいか。 No.６の回答をご覧ください。 
 

１５ メタバースを同時に利用する人数は何人

を想定しているか。また令和 6 年度の利

用状況を教えてほしい。 

 自宅学習等の支援は生徒１人につき先生１人の

利用を想定しています。また、遠隔授業は最大１ク

ラス 40 人を想定しています。 
 一方、イベントについては実施校５校の生徒を対

象者としているため、ある程度の規模になると考え

ます。 
なお、令和６年度の実施状況は公開していませ

ん。 
１６ 「当日の後方支援等」は、各校への訪問を

想定しているか。遠隔での支援を含んで

いるか。 

No.９の回答をご覧ください。 

１７ 各校で「自宅学習等の支援」「遠隔授業」

を実施する授業時間および時間帯を教え

てほしい。また教職員が実施する環境は

「職員室」を想定しているか。 

授業時間及び時間帯は平日昼間を想定していま

すが、教職員が実施する環境含め詳細は、各実施校

の教員、県教育委員会及び委託事業者が協議の上、

決定します。 



１８ 対象 5 校の生徒タブレット、学校のネッ

トワーク状況は VR・メタバースを扱える

状況にあるか。 

仕様書「４ 業務内容（１）ウ」のとおり、事業

を実施する上で必要となる設備環境がある場合は

対応してください。 

１９ 「実施校等への情報提供」は、愛知県以外

の学校での実施例でもよいか。 
 愛知県以外の学校での実施例でも構いません。 

２０ 「学習支援の実施」について各校 5 回/月
程度を実施するとあるが、教職員が学習

内容を決定、指導等を行う役割を担い、受

託者は記載のあるとおり当日の後方支援

等を担う役割という理解でよいか。 

 お見込みのとおりです。 

２１ メタバースを活用したイベントの開催は

学校ごとではなく対象の 5 校全体での実

施でもよいか。 

 5 校全体での実施でも構いません。 

２２ 事後アンケート収集は紙を使わず、教育

委員会の環境でForms等を利用し実施す

ることは可能か。可能な場合、アンケ―ト

実施に必要なアカウント等をご提供頂

く、またはお借りすることは可能か。 

 アンケート収集で紙を使わず、Forms 等を使用

することは構いませんが、県教育委員会の環境の利

用やアカウントの提供はできません。 

２３ 愛知県立学校共通、また対象の 5 校で使

われているオンライン学習教材等はある

か。 

 共通で使用しているものはありません。 



２４ 審査会の開催日程について、目安となる

日程を教えてほしい。 
令和 7 年 5 月中下旬に開催予定です。 

２５ 各学校における本事業の対象となる生徒

数および教員数を教えてほしい。 
各学校の通信制の生徒及び教員を対象として想

定していますが、実際に使用する人数等は、各実施

校の教員、県教育委員会及び委託事業者が協議の

上、決定します。 
 

２６ メタバースを活用したイベントの開催に

ついて、1 回当たりの対象者数、所要時間、

及び開催予定の時間帯（朝、昼、夜）につ

いて教えてほしい。 

イベントの開催については、具体的なイベントを

ご提案いただくこととしています。 
また、仕様書「４ 業務内容（４）ア」において、 

より多くの生徒が参加できるよう、日程や時間、テ

ーマを検討し、実施校と調整することとしていま

す。 
なお、対象者数については No.15 の回答をご覧

ください。 
２７ 企画提案書の様式について、word の様式

で整備されているが、様式内容を変更せ

ず、power point 形式で作成してもよい

か。 

  様式内容を変更しないのであれば構いません。 

２８ 企画提案書の記載の中に、「※適宜ページ

の追加可能」とあるが、提示いただいてい

る記載項目以外に項目を増やして提案を

してもよいか。 

 募集要項「５ 応募方法（１）ウ」に提示した記

載項目について、様式２に記載ください。 
 なお、「※適宜ページの追加可能」というのは、

各記載項目について、ページ数を増やすことが可能

という意味です。 

２９ 社会的取り組みについて、様式 3 に記載

する内容のみが審査対象か。様式 3 に当

てはまる認証等以外の、自主的な寄付・講

演・社会貢献活動などを企画提案書に記

載した場合、勘案されるか。 

 様式 3 に記載する内容のみが審査対象です。 



３０ 担当者について「公認心理士」や「認定キ

ャリア教育コーディネーター」、また公立

学校での勤務経験、定時制高等学校での

授業経験など、当業務実施における関連

資格や経験を有している場合にその旨を

記載しても問題ないか。 

 問題ありません。 

３１ 「受託者において、メタバースやアバタ

ーのデザインを作成すること」とあるが、

アバターの制作数に関する要望はある

か。また、使用予定のメタバースがデフォ

ルトのアバターを複数種類有している場

合、そちらの提供でも代替可能か。 

 制作数について指定はありません。 
 また、使用するアバターについては既存のもので

も構いません。 

３２ 生徒同士がコミュニケーションを取るこ

とのできる空間は、365 日 24 時間の常時

公開されている必要はあるか。月に数回

などの限定的な実施か。 

 最終的には常時公開を目指しておりますが、セキ

ュリティ対策や問題点等を含め、各実施校の教員、

県教育委員会及び委託事業者が協議の上、決定しま

す。 

３３ 自宅学習の支援は 5 回程度/月となってい

るが、遠隔授業は契約期間中に 5 回程度

ということか。 

 自宅学習等の支援については、仕様書「４ 業務

内容（３）ア（イ）」のとおり、実施校１校で月ごと

に５回程度実施してください。 
 また、遠隔授業については、仕様書「４ 業務内

容（３）イ（イ）」のとおり、実施校１校で契約期間

中に５回程度実施してください。 
３４ 「生徒が、自宅から学校で実施する授業

（スクーリングを含む。）に参加できるよ

う、 メタバースを活用する。」とあるが、

学校で実施されている授業（教員や黒板）

を自宅からメタバースを通して見ること

ができるということで合っているか。 

 学校で実施する授業（スクーリングを含む。）に

自宅からメタバース上で参加（発言等を含む。）す

ることを想定しています。 

３５ 複数校で一つのメタバースを使用した際

のセキュリティ対策や問題点、生徒同士

がメタバース内でコミュニケーションを

取る際のセキュリティ対策や問題点とあ

るが、現時点で懸念していることはある

か。 
メタバース空間への入室の際にパスワー

ドの入力を求めるなどか。 

 具体的なセキュリティ対策や問題点については、

企画提案をいただく内容となります。 

 


